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要約
本稿は，東海学園大学（以下，本学とする）スポーツ健康科学部に所属する学生実行委員によっ
て企画・運営された「とうがく競技祭 2014」について報告するものである．2013 年 9 月，2020 年
に開催される第 32 回オリンピクック競技大会および第 16 回パラリンピック競技大会（以下，










This practical report describes the learning accomplishments of students engaged in
Olympic education at Tokai Gakuen University in Aichi Prefecture, Japan. In 2013, at the
125th congress of the International Olympic Committee (IOC), Tokyo was selected as the
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＊東海学園大学スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科
host city for the Game of the XXXII Olympiad and the XVI Paralympic Games (the 2020
Tokyo Games) . Tokai Gakuen University, referred to as TOGAKU, became one of the
cooperating educational institutions for the Games. The IOC suggests that a primary role of
these institutions should be to promote Olympic education through educational activities using
sports and Olympic- and Paralympic-related materials. In order to promote an Olympic
education program for freshmen at TOGAKU, 70 volunteer students in TOGAKU School of
Sport and Health Science organized and ran the “TOGAKU GAMES 2014” . TOGAKU
GAMES was a sports event incorporating components of both the ancient Greek Olympics
and modern athletic events. It comprised 4 athletic events as follows: “Stadion”, the origin of
sprint race, Dance, as an artistic event, Tug of War, and Sprint Relay. The organizing of
TOGAKU GAMES was an effective educational tool, both in theory and in practice, as a
result of which volunteer students learned the historical background, social values, and





2013 年 9 月 7 日に開催された第 125 次国際オリンピック委員会（IOC）総会にて，2020 年第 32
回オリンピクック競技大会及び第 16 回パラリンピック競技大会（以下，2020 年東京大会とする）










難い．2010 年 12 月に設立されたオリンピック教育プラットフォーム（Center for Olympic
Research and Education; CORE）では，オリンピック教育を「スポーツやオリンピック（パラリ












ない．オリンピック教育の実践方法については，IOC から OVEP（Olympic Value and







































開催日時：2014 年 11 月 20 日（木），9時集合，9時 30 分開始
場 所：東海学園大学三好キャンパス 第 1グラウンド
参 加 者：1年生約 280 名
2 年生 70 名（実行委員）
本学部の教員及び三好キャンパスの職員約 35 名




10：00 古代スタディオン走（全員参加：男子 12 組，女子 6組，教職員１組）
11：00 綱引き（各団 30 名：男子 20 名，女子 10 名の男女混合）
11：30 昼食休憩
12：30 芸術競技・ダンス（全員参加）




競技祭は，知識学習と体験学習の 2つの側面から 1 年生に対してオリンピック教育を試みよう
とするものでもあった．このために，競技祭の実施前にオリンピックや競技祭に関する知識学習の
場を設定した．競技祭に向けた合同ゼミナールは，競技祭直前の「基礎演習Ⅱ」の時間帯（2014 年



































































































1 レースの人数は最大 16 名とした．これはタイムスケジュールの関係からスタディオン走に
関わる全行程を 30 分以内に終了することを前提にした人数かつヒュスプレクスのロープがしっ















































それぞれが責任を持って準備をした．審判は主にルールについて検討し，1試合 1分 30 秒，どち




























曲を選ぶこととした．いくつかの候補曲の中から，｢September｣（Earth, Wind and Fire，1978）




























































そこで，次の競技方法が決定した．1チーム 16 人で構成し，第 1走者から 15 走者までは 100m，
第 16 走者が 200m を走る競技方法とした（表 1）．このルールは，実践体験型によるオリンピッ




各ゼミ 8名（女性 4名，男性 4名）を選出し，各団 4～5ゼミ（16～17 名/ゼミ）で構成されて
いるので，合計 32 名（女性 16 名，男性 16 名）でリレーチームを編成した（表 1）．当日は，1レー
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https://tokyo2020.jp/jp/news/20141010daigakurenkeicoment.pdf（2014 年 12 月 6 日現在）
2）オリンピック教育プラットフォーム（CORE）は，2010 年 12 月に設立された日本で唯一の IOC認定オリ
ンピック研究センターである．筑波大学を拠点に 11 の附属学校と連携して，オリンピック教育に関する
理論的研究と教育実践を推進している．http://core.taiiku.tsukuba.ac.jp/（2014 年 12 月 6 日現在）
3）OVEP（Olympic Value and Education Program）ツ ー ル キ ッ ド「AN OLYMPIC EDUCATION
TOOLKIT」は，以下のURLよりダウンロードできる．http://www.olympic.org/Documents/OVEP_
Toolkit/OVEP_Toolkit_en.pdf（2014 年 12 月 6 日現在）
4）CORE が 発 行している “Journal of Olympic Education” の Vol.1 04/2012-03/2013 及 び Vol.02
04/2013-03/2014 には，筑波大学の附属校と連携して行った教育実践報告が掲載されている．それらの
実践は，附屬高等学校・中学校・視覚特別支援学校・聴覚特別支援学校・大塚特別支援学校などで行われ
たものである．
5）新学習指導要領のうち中学校保健体育（平成 20 年度改定）「H体育理論」では，「3．文化としてのスポー
ツの意義」の中に，高等学校保健体育（平成 21 年度改定）「H体育理論」では，「1．スポーツ文化の歴史，
文化特性や現代のスポーツの特徴」の中にオリンピックに関する内容が明記された．
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